
② 室内を安全に！【家具の転倒防止】② 室内を安全に！【家具の転倒防止】
建物が倒壊しなくても、倒れてきた家具が凶器になります。熊本地震でも、多

くの方が家具の下敷きになりケガをされました。

□  寝室・リビングを重点的に対策！
L字金具や突っ張り棒などを使って、タンスや本棚を壁にしっかり固定しましょう。

また、家具が倒れても出入り口（ドア）をふさがない配置にすることも重要です。
【補助金額】 ①避難行動要支援者を含む世帯……無料（3台まで）

（65歳以上、身体障害者手帳1～3級・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳の交付を受けている方）

 ②上記以外の世帯……1万円（町の委託業者へお支払いください。）

和歌山信愛大学
教育学部 子ども教育学科

10/10（土）は年内最後のオープンキャンパス♪
楽しい授業やサークル体験、総合型後期の面談や
面接講座も選べる!
入試相談会9/12（土）も開催! 予約参加でクオカード
や特別ノベルティをGET
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揺れから命と家を守る、
3つの地震対策

■ お問合せ
　 防災センター
　 ☎0738－24－9280

揺れから命と家を守る、
3つの地震対策

Vol.84

防災の日とは、「政府、地方公共団体等関係諸機関をはじめ、広く国民が台風、高潮、津波、地震等の災害
についての認識を深め、これに対処する心構えを準備する」こととし制定された啓発日であり、「防災の日」を含
む１週間を防災週間としています。
「防災の日」は、1923年（大正12年）9月1日に発生した関東大震災にちなんだもので、「関東大震災の教訓
を忘れない」という意味と、台風の襲来が多いとされる時期でもあるため、「災害への備えを怠らないように」と
の心構えを含めて、1960年（昭和35年）に制定されました。

【いつ起きてもおかしくない大地震】
7月も熊本県で大きな地震が発生しました。地震の際、私たちの命を脅かす最大の原

因は「建物の倒壊」と「室内でのケガや火災」です。
町では、住民の皆様の命を守るため、地震対策にかかる費用の一部を補助する手厚

い制度をご用意しています。この機会に、ご自宅の安全性を一気に見直しましょう！

命を守る3つの地震対策③ 意外な盲点！【通電火災と感震ブレーカー】③ 意外な盲点！【通電火災と感震ブレーカー】
地震に伴う火災の中で非常に多いのが「通電火災」です。これは、地震で停電

した後、電気が復旧した際に、倒れたヒーターや傷んだ配線から出火する現象で
す。避難して無人になった家から出火し、地域全体に燃え広がる危険があります。

□  「感震ブレーカー」の設置を！
設定値以上の揺れを感知すると、自動的に電気を遮断してくれる頼もしい器具

です。
【補助金額】 ①避難行動要支援者を含む世帯……上限2万円（補助率10/10）

（65歳以上、身体障害者手帳1～3級・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳の交付を受けている方）

 ②上記以外の世帯……上限1万円（補助率1/2）

日高川町防災・行政情報アプリ
町からのお知らせや防災情報がスマートフォンに届きます！
屋外放送の内容もアプリで通知されるので聞き逃しがあり
ません。また、暮らしに役立つ情報や電子申請など便利
にお使いいただけます。ぜひご利用ください。
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① 命を守る土台！【住宅の耐震化】① 命を守る土台！【住宅の耐震化】
過去の大震災で亡くなった方の多くは、家屋の倒壊による窒息や圧死が原因

でした。
特に注意が必要なのが、昭和56年（1981年）5月以前に建てられた「旧耐震
基準」の木造住宅です。熊本地震でも、この旧基準で建てられた家屋に大きな
被害が集中しました。いざという時に自宅が凶器にならないよう、ご自宅の強さ
を確認しておくことがに重要です。

□  まずは「耐震診断」を！
専門家による診断で、ご自宅の現在の強さを知ることが第一歩です。平成12

年5月31日以前に着工された住宅は、町の補助金を使って無料（または低負担）
で診断が受けられます！

構造 補助率 上限

木造 全額 48,000円（自己負担なし）

非木造 2/3 89,000円
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